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ターミナルデ、パートによる「郊外」化の推進

一戦前期における阪急の事例を中心に-

1 .はじめに

郊外住宅地の発生は，近代を特徴づける事

象の一つで、あることはいうまでもない。しか

しながら，吉見が指摘するように近代期

に新たに創出された，家庭生活の展開の場で

ある「郊外」は，歴史的な記憶からは切断さ

れ，メディアに媒介された新しい社会空間に

他ならないJ (吉見， 1990， p. 151) 0 その多

くは，私鉄資本が主体となり，鉄道建設と宅

地開発が連動して行われたが，その中でしば

しば，行楽空間の設置やイベントの開催など

が組み込まれたのである。つまり郊外」

の形成を検討するにあたっては，様々な視点

からのアプローチが必要といえよう O

本稿では，近代における「郊外J1)の形成

に関して，戦前期~)における私鉄のターミナ

ルデパートに注目する。近代における「郊外」

の形成については，地理学では郊外住宅地の

形成に関する議論がほとんどであった(例え

ば，水内・綿， 1996;松田， 2003など) 0 し

かしながら，水内・綿も指摘しているように，

郊外住宅地は鉄道会社や住宅会社によって，

新たな住宅建築や生活モデルの提-唱，そのた

めの仕掛けのもとに開発されたものである

(水内・綿， 1996， p.35) 0 つまり，沿線全

体の経営を行う私鉄において，そのような提

唱や仕掛けの場と考えられるターミナルデ、パ

ートの経営を取り上げることによって，近代

における「郊外」の形成をより明確にできる

と考えるのである C

一方，私鉄ターミナルデ、パートに関する言

及は，経営史や文化史の分野において，私鉄

文化の形成に関する議論の中でしばしば取り
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上げられている。例えば，竹村(1988) は郊

外住宅地の開発，レジャー施設の整備など，

沿線における私鉄の戦略が，新たな郊外生活

パターンの定着を促し阪急文化圏」の形

成に大きく影響を及ぼしたと指摘している。

また，津金津(1991)は小林一三の思想を取

り上げる中で，阪急、の沿線施設それぞれにつ

いての特性を分析し阪急文化を「郊外ユー

トピア」の象徴として位置づけている。

また都市史研究においても，私鉄ターミナ

ルデノ《ートに関しては，私鉄の経営全体を取

り上げる中でしばしば論じられている。例え

ば鈴木 (1999，pp.241-256) は，私鉄ターミ

ナルデ、パート経営は郊外住宅地開発などの沿

線開発と一対をなす事業であり，都市構造の

有機的構築，都市文化の形成に大きく寄与し

たとしている O

しかしながら，私鉄沿線における「郊外」

という新たな空間の形成に対して，私鉄のタ

ーミナルデ、パート経営がどのような影響を与

えたかについては，これまで詳細には言及さ

れてこなかったc

そこで本稿では，戦前期の私鉄ターミナル

デ、パートに関して，戦略上どのような意図で

経営が行われたのか，そしてその経営は私鉄

沿線の「郊外」形成にどのように関わったの

かについて，阪急、りの事例を中心lこ明らかに

することを目的とする。阪急によるターミナ

ルデ、パート経営については ターミナルデ、パ

ートの鳴矢として頻繁に論じられているが 1)

「郊外」の形成と関連づけて，その詳細が言

及されたことはこれまで、になかった。後述す

るように，阪急による経営は，他の私鉄によ



るターミナルデパート経営の模範となってお

り，本テーマにおいて阪急の事例を取り上げ

ることは適当であるといえる。

以下，第 2章においてターミナルデ、パート

が開業される経緯を踏まえ，私鉄の経営上，

ターミナルデ、パートがどのように位置づけら

れるかについて概観する。その上で第 3章に

おいて，沿線における「郊外」形成の推進を

目指したターミナルデ、パート経営の詳細とそ

の影響について論じることとする。

2. ターミナルデパートの経営上の特性

1)ターミナルデ、パート開業の経緯

戦前期における関西の私鉄は，本業である

旅客輸送事業に加え，沿線において電力供給

や遊園地経営，郊外住宅地開発などの副業を

行っていたが，これらは概ね段階的に進めら

れた。すなわち，輸送需要の期待できる路線

を開業し，ある程度経営基盤が確立した上で，

更なる輸送需要を獲得するために，本格的に

沿線に遊園地や郊外住宅地の開発を行ったの

である(松田， 2003) 0 そこでは，当時増加

していたホワイトカラ一層を主な対象とし，

生活水準の向上を志向する彼らに対して，イ

ベントの開催やパンフレットなどの頒布を通

して，盛んに沿線を宣伝し，郊外生活を薦め

た。

しかしながら，阪急は沿線において旅客需

要を期待できる要因に乏しく，宝塚線の路線

開業(1910年)時における経営の不安を払拭

させるという目的もあり，開業当初より沿線

において動物園や温泉などの観光地，及び郊

外住宅地の開発を積極的に行った。これによ

り，他の関西私鉄と比較して，いち早く沿線

が人々に認識され，大阪へ通勤するホワイト

カラー層が沿線に増加したと推測できる。こ

の点もターミナルデパートを早期に開業させ

ることができた要因の一つで、ある。

阪急によるターミナル梅田駅の開発は

1920年(大正9)に始まる。同じ年に阪急神
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戸線と伊丹線が開通し，すでに開業していた

宝塚線と合わせて，ターミナルとなる梅田駅

の利用度は急激に増加していた。当時阪急の

専務取締役であった小林-三は私どもの

阪神急行は毎日十二，三万人の乗客を持って

ゐる。此の乗客の全部が買物をする訳ではも

とよりないが，それでも煙草を買ひ昼食を喰

ふぐらゐのことは誰でもするだられそれに

は此処から自動車で各自の百貨盾へ行くより

も，此処で用事が足りるやうな百貨屈を新設

するに越したことはないJ (小林一三全集委

員会編， 1962， p.96) とあるように，食堂と

百貨屈を電鉄直営として経営する計画を有し

ていた。そこで 1920年に梅田駅の隣に阪急ビ

ルディングを竣工し，その 2階に直営食堂を

開設した。食堂経営に関しては，すでに宝塚

新温泉などにおいて実績を残していたため，

阪急ヒマルにおいても直営とされたが，百貨J古

経営に関しては未経験であった。そこで，当

時東京において百貨庖経営を行っていた白木

屋に実験的にビルの l階を貸し，マーケット

経営を行わせた。白木屋のマーケット経営は

順調であったため，白木屋との賃貸契約が切

れる 1925年にl階のマーケットを阪急の直営

とした。これが私鉄直営によるターミナルデ

ノえートの鳴矢といえる口

マーケットでは主に梅田駅利用者を対象と

して，食料品や日用生活雑貨の販売が行われ

た。その経営自体は小規模で、あったものの，

沿線居住者や大阪市民に好評を博し，手狭に

なったため，阪急は本格的なターミナルデノ三

一トの建設に乗り出した。そして， 1929年(昭

和 4) に，地下 2階地上 8階の第 l期ヒ、、ル工

事を終え，阪急百貨!苫の開業に至ったのであ

るO

2)私鉄の副業としてのデパート経蛍

阪急、はデ、パート開業にあたり，その経営方

針として「どこよりもよい品をどこよりも安

く」としづ標語を掲げ，家庭用日用品・食料



品の充実に重点を置いた実用本位の百貨庖を

目指した。そして嘗庖の方針を一貫し，

此際は絵り華々敷事は差控へるJ5)という方

針から，当時の他の百貨庖 6)において盛んに

行われていた催物は，開業当初はあまり開催

されず(第 1表)，また催物会場も設置され

なかった。

ターミナルデノ守一トの経営は沿線居住者の

利用を中心に順調な発展をみせ， 1931年末に

第2期増築を，その 1年後には第 3期増築を

完成させた。増築後は場所の余裕がうまれた

ことから催物会場が新設され弊庖の大方

針に則り季節向の賓用百貨を『類例のない破

格の特債で大量提供』する事と致しましたJ7) 

とあるように，阪急百貨庖の方針に則した良

い品を安く販売する催物が主に増やされるこ

ととなった。第 l表からも，第3期増築を期

に催物が急増していることがみてとれる。

また，阪急百貨店では特に安価な点が強調

された。例えば新聞広告においてはどこ

よりも良い品をどこよりも安く責る。なぜ，

それが出来るか。経費がかからなし、からであ

るj とされ，その理由は「慶告費が少なくて

すむJ，r現金責を主としてゐるJ，r外賓をし
ないJ，r遠方配達の経費もはぶけるJ，r阪急
電車の副業であるJ，r家賃がし1らなしリ点に

あると宣伝されたぺこの中で広告費に注目

したい。第 2表からも明らかなように，新聞

などへの阪急百貨庖に関する広告は他の百貨

庖と比較して格段に少なかったことが指摘で

きる。つまり午後四時以後が責場のラッ

シュ・アワーで，その間僅かの時間に線、賓上

の約半分，それから夜間の営業がこれに次ぎ

約三割を責ってをり(中略)郊外からの市内

への通勤の方々がその腸りがけに買物される

率が一等多いんぢゃなし、かJ9)とあることか

らも理解できるように，利用客の獲得に関し

て百貨庖のターミナルへの立地が大きく作用

したと指摘される。このような，百貨庖と鉄

道との連絡に関しては，利用客の獲得におい
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第1表 阪急百貨庖での催物数推移
(1929'"'-'1941年)

催物数 催物数
1929年 4 1936年 148 
1930年 44 1937年 156 
1931年 58 1938年 121 
1932年 64 1939年 106 
1933年 139 1940年 112 
1934年 113 1941年 103 
1935年 103 
資料)阪急百貨庖編(1976) r阪急百貨庖25年
史j.阪急百貨庖

て重要であると当時すでに理解されており，

ターミナルデパート以前の百貨庖では，利用

客の獲得を目的として，省線の駅と百貨庖と

の間で送迎自動車がしばしば運行された。ま

た後には地下鉄との連絡口を開設する百貨庖

も出現した。しかしながら，沿線からの利用

者をターミナルで、十分に獲得で、き， したがっ

て経費削減にもつながるという点で，ターミ

ナルで、の百貨盾経営は私鉄にとって大きな利

点であったといえよう D

このような背景から，阪急百貨庖は次第に

売り上げを拡大し， 1932年以後では，百貨庖

収入が阪急の全収入の 20'"'-'300/0を占めるよ

うになり 10) 本業である旅客輸送に次いで大

きな収入源となったのである。

阪急、のターミナルテ、パート経営の成功は，

その後他の私鉄に大きな影響を及ぼした。例

えば，東京では東横電鉄の渋谷に東横百貨庖

(1934年)が，大阪では大阪電気軌道の上本

町に大軌百貨店 (1936年)，大阪鉄道の阿倍

野に大鉄百貨応 (1937年)が私鉄直営で開業

した。開業に際して，東横百貨庖と大鉄百貨

庖は阪急百貨庖へ 1年余り実習を行い，経営



の手法を研究したという(近鉄百貨庖編，

1977， 27p) 0 つまり，阪急によるターミナル

デパート経営の方針が，他のターミナルデ、パ

ート経営に取り入れられたといえよう。

以上のように，阪急による百貨店経営はタ

ーミナルデ、パートの鴨矢として大きく発展

し，私鉄経営の上でも重要な位置を占めた。

そして，他私鉄に対して経営上の模範となっ

たのである。

しかしながら，百貨庖の特性は物品の販売

にあるだけではなく，百貨盾から人々に対し

て行われる様々な情報の発信にもあることは

いうまでもない。私鉄ターミナルデ、パートに

おいては，それらの情報の中に自社沿線の「郊

外」に関する内容がしばしば盛り込まれてい

た。この点を次章において示したいD

3. デパートから発信される「郊外J

1)沿線への誘い

私鉄ターミナルデパートが私鉄経営の上で

大きな割合を占めていたことは既に述べた

が，その前提となる条件として挙げられるの

が沿線の観光施設への観光客の誘致，及び沿

線郊外住宅地への居住者の誘致である。すな

わち，鉄道の乗客としてターミナルが利用さ

れる際に合わせて百貨庄が利用されるのであ

り，人々による遊覧や通勤としづ現象が沿線

で十分に生まれていなければならないのであ

る。阪急では百貨庖が開業する 1929年まで

に，観光施設としては宝塚を中心にすでに広

く認知され，また沿線の住宅地についても池

田や豊中などを中心に郊外住宅地としてすで

に形成されていた。しかしながら，百貨庖開

業以後もそれらの営業・開発は継続されるの

であり，百貨店収入の増大は，さらに大阪市

民の注目を沿線へ向け，沿線居住者を獲得す

るという点に関わっていたのである。

その手法はどのようなもので、あったのだろ

うか。第 3表は催物数が最大であった 1937

年における，阪急百貨!苫の主な催物を月・種

別に表したものである。既に指摘した通り，

実用本位の方針の中で，家庭用日用品，服飾

の販売に関する催物が多数開催されているこ

とが理解できる。しかしここで指摘したいの

は大毎フェアランド協賛特別大売出しJlL) 

(4月)， r阪急西宮球場落成記念大売出しJ(5 
月)である。催物自体は販売促進を意図したも

のであり，扱われた商品も服飾，雑貨，食料

品などで，他の催物と変化はない。しかしな

がら，他の年も含めて，このような阪急沿線

でのイベントが冠につけられる催物は百貨店

の一部フロアのみの催物ではなく，全フロア

第1図 阪急百貨屈の催物広告
(大阪朝日新聞1937年3月31日)
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第3表 阪急百貨庖の主な催物(1937年)

l月 2月

御婚礼衣装大会 春の御説紳士服特売会，

服飾 冬呉服・防寒雑貨特売会

家庭電器と電気治療器大 古書籍大即売会，趣味の
会，フランス人形陳列会， 土焼陳列会，雛人形陳列

雑貨・他 天然石人形陳列会，新春 会，讃岐漆器陳列会，和
おもちゃ大会，特価専売 洋家具大蔵ざらえ，特価

大会 専売大会

オサカ漫画グノレッベ展，細 尽都漆芸会美術工芸品

展覧会 川流盆石展覧会，朝鮮支 展，赤松雲嶺塾墨雲社絵
那古美術工芸展覧会 画展

5月 6月
初夏向婦人子供服と服地 スポーツドレスと清涼着陳

服飾
の会，夏の京呉会，名織 列会，盛夏向婦人子供服

会，本筑博多帯陳列会 と雑貨大会，レーヨン呉服
大会，きぬ麻大会

挿花大会，花器敷板陳列 東/'F.中形大会，夏帽子陳

雑貨・他
会，コツレフ展，時代珍裂の 列会，夏座敷用品売出し，
会，阪急西宮球場落成記 麻製品大会，レースポイル

念大売出し 製品の会

大日本蓄蔽協会花弁品評 絵更紗画林作品展

展覧会 会，中橋悦子未亡人趣味
の手芸作品展

9月 10月
秋の襟麗会，秋の洋装新 秋の帯地陳列会，御婦人

製品発表会，秋の京呉 雑貨新製品陳列会，冬の

服飾 会，毛糸手編セーター展 婦人子供セーター陳列

不会 会， 御婚礼衣裳調度品陳
列会，五大陸地銘仙大会

東印度諸島民芸品陳列 東京有名履物陳列会，鄭
会，駄の室内装飾裂地陳 孝膏先生額面陳列会，ス

雑貨・他 列会，住宅照明器具特売 テーブルファイパー陳列
会，趣味の人形陳列会， 会， せしもん払，七五三祝
御子達乗物大会 いの会

勅使河原蒼風先生個展 瀬戸二匠作陶展

展覧会

資料)阪急百貨庖(1976):W阪急百貨庖25年史J阪急百貨庖
阪急百貨庖広告(大阪朝日新聞)

3月
春の御婦人流行品陳列
会，春の京呉会，春の婦
人子供服とセーターの会

仏壇仏具彼岸売出し，新
学期用品大会，国産優良
化粧品大会

梅村香堂画伯絵画展

7月
阪急ゆかた大会，仕立上り
夏呉服大会，雅匠苑帯の
会，コーラン涼紗宣伝大会

海と山の用品大会

11月
実用着尺と友禅の会，仕
立て上り冬呉服陳列会，
御贈答用半衿小物特売会

石田鶴子女史趣味の押絵
作品陳列会，京漆器陳列
会，スキースケート用品陳
列会，大阪市非常時産業
運動週間協賛売出し

菊花展覧会，矢島玉女菊
画展，忍景翠先生近作画
展観，美術工芸展覧会

4月
染織六花撰，阪急セノレ大
dz=h z 

五月人形陳列会，新製和
洋家具陳列会，お子様乗
物大会，大毎フェアランド
協賛特別大売出し，阪急
沿線物産宣伝特売会

南紀美術会作品展，魚に
関する展覧会

8月
ネクタイ予約承りの会，夏
呉服一掃特売会，御贈答
用半衿小物特売会

夏のおもちゃ大会，ガフス
食器見切一掃売出し，鏡
製品陳列会，現代名士書
画陳列即売会

育児と保健展覧会，栃木
県物産と観光の会

12月
尽呉服特価大会

羽子板陳列会，御進物用
食品の会，高級雑貨パー
ゲ、ンセーノレ，お正月用品

売出し，大歳の市，北野劇
場落成記念大売出し

での催物であった。また，広告においても他

の催物よりはるかに大きく取り上げられた

(第 l図)。つまり，これらの催物による沿

線の宣伝効果は非常に大きいといえ，沿線へ

市民を誘致する大きな契機になりえたと指摘

できる。

また阪急沿線物産宣伝即売会J (4月)

も注目すべき催物といえる。これは， 1932年

に阪急百貨庖が 3周年を迎えたことを記念し

て「第 l回阪急沿線物産宣伝即売会」が開催

されて以降，ほぼ毎年行われているものであ

る。具体的には，阪急沿線の 4郡から産出さ

れる花井，鶏卵，米，陶器などの農工産物を

陳列販売したものである。これは此曾社

の経営は株主と社員と公衆(即ち乗客)と共

同管理の下に相互式によって共存共栄の大義

に依って，進むべきものJ (吉原編， 1932) 

と示されるように，阪急の「共存共栄」理念

に基づく沿線の殖産を目的としたものといえ

る。しかしながら，これは同時に沿線の情報

を人々に紹介する目的も含まれていたと推測

できる。このように，阪急百貨庖の催物を通

して沿線の様々な情報を沿線居住者や大阪市

民に伝え，沿線への誘致を促したと指摘でき

-5 -



第4表 大軌百貨庖の主な催物(1937年)

1月 2月 3月 4月
新春初大売出し，御婚礼 冬物大蔵梯 新学期用品大会，呉服新 呉服雑貨の特売市，春呉
衣裳陳列，呉服雑貨初大 作品特選会，春の雑貨陳 服新柄競技会，化粧品福

服・雑貨 市，冬物呉服一掃大売出 列会，お彼岸お茶の子用 引付大売出し， 春の婦人
し，観劇御招待大売出し 品売出し，お花見衣裳陳 子供雑貨売出し

列会

展覧・他 雛人形陳列会 五月人形陳列会

5月 6月 7月 8月
夏服地陳列会，初夏の婦 夏物大売出し，海水用品 海水浴用品売出し，中冗 中冗大売出し，布団綿売

服・雑貨
人雑貨奉仕，夏座敷用品 大売出し，紳士雑貨大特 大売出し 出し，夏物大棚榊い
大売出し，新興織物逸品 売，夏座敷用品大売出し
大会

趣味の日本人形講習会， 冷蔵器各種大売出し フマフジノレ特産品展， 沿線

展覧・他 矢崎千代二書伯作品展， 西瓜売出
吉野熊野国立公園展覧会

9月 10月 11月 12月

新古書籍特売，夜具と座 開庖1周年記念売出し，大 均一売出し呉服雑貨破 歳末福引大売出し，羽子
服・雑貨 布団売出し せいもん榊

麗姿展，沿線葡萄売出，
展覧・他 欧米最新工業カタログ即

フτ甘己宣ノ¥~ 

資料)大軌百貨庖広告(大阪朝日新聞

るのである。

さらに，阪急百貨庖では沿線における阪急

開発の郊外住宅地の購入申し込みが可能であ

った 12)。すなわち，沿線の郊外住宅地に関す

る案内も百貨庖内にあったものと推察され

る。当時すでに三越などの百貨庖では，郊外

住宅モデ、ルなどが展示され，関連商品も展示

販売されたように住Jに関する情報の提

唱が行われていた。しかしながら，それらに

関する百貨庖側の意図は，特定の会社や沿線

の郊外住宅地形成の促進にあるのではなく，

郊外居住に関する情報の流布，及び販売の促

進といえよう。一方で，阪急百貨庖において

は，第 3表で「新製和洋家具陳列会J (4月)， 

「秋の室内装飾裂地陳列会J (9月)， r住
宅照明器具特売会J (9月)とあるように

同様に「住Jに関する催物を確認することが

できるが，沿線郊外住宅地の案内と重複する

ことで，沿線への郊外居住者の誘致を期待し

たといえる。

また一一阪急経営住宅地は何故廉し、か

一一阪急、の土地経営は沿線の開授が目的で

格大売出し 板陳列，大歳の市，お正
月用品大売出し

虎百態陳列即売

あります，沿線が発展しさへすれば阪急電車

の御乗客がふえます，阪急百貨庖が繁盛しま

す，速く沿線を後展させるためには廉くて住

みよい住宅を提供することが最も手近な方法

でありますJ13)と住宅地案内に示されるよう

に，大阪市民や沿線居住者には「共存共栄」

理念に基づく理想の郊外を宣伝した。そして，

阪急は百貨庖だけではなく会社全体の収益，

及び沿線の発展を期待し，その中でターミナ

ルに立地する百貨庖に 大阪市民を沿線へ誘

う役割を期待していたといえるのである。

このようなターミナルデパートの役割は，

他の私鉄ターミナルデ、パート経営での参考と

なった。第4表は，第 3表と同じく 1937年に

おける大軌百貨庖の主な催物を月別に示した

ものである。阪急百貨庖と同様に， 日用品・

服飾雑貨の販売を目的とした催物と合わせ

て沿線西瓜売出J (8月)や「沿線葡萄

売出J (9月)といった，沿線における殖産

を期待しながら，沿線の情報を紹介する催物

がしばしば開催された。その他吉野熊野

国立公園展覧会J (5月)のように，沿線の
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景観を紹介し沿線の観光を促進させる催物が

行われた。また，大鉄百貨屈においては，そ

の事業目的として土地家屋其ノ他ノ賃貸

借及売買J (大鉄百貨!苫編， 1944， p.8)が挙

げられた。ここから，百貨屈での沿線郊外住

宅地の販売が行われたと推察される。

このように，ターミナルテ、パートはそこか

ら広大する沿線郊外の情報を提供するメディ

アとしての役割を果たし，人々を沿線へ誘っ

た。また，それにより沿線郊外が発展するこ

とで，デパート経営だけではなく，私鉄全体，

及び沿線社会の発展をも私鉄が期待していた

といえるのである。

2) 郊外生活の普及

大正末期から昭和戦前期にかけて，私鉄や

土地会社によって私鉄沿線に比較的安価に供

給された郊外住宅を獲得する主役の多くは，

郊外生活そのものが初めての経験となるホワ

イトカラー層であった。そのような人々に対

して，理想的な郊外生活はどのようなもので

あるのか，その情報を提示する役割を担って

いたのも百貨庖であった。

私鉄ターミナルデ、パートが開業される以前

は，津金津(1991，41p)が指摘するように，

沿線でのイベントや博覧会が理想生活スタイ

ルの提唱機会として機能していた。すなわち，

阪急では鉄道開業初期より沿線住宅地開発，

観光地開発が行われていたc そのため，沿線

への誘客という目的，及び沿線居住者への郊

外生活スタイルの提示という目的で， しばし

ば宝塚において博覧会が開催されたo 1913年

(大正 2)の婦人博覧会， 1911年の婚礼博覧

会， 1915年の家庭博覧会などである。例えば

婚礼博覧会では，婚礼に関する器具・装飾・

儀式の展示や講演会が行われ 11) その中で沿

線居住者や大阪市民は新たな郊外生活モデ、ル

を確認できたのであるG

私鉄ターミナルデパートが開業されると，

デ、パートがそのような生活スタイルの発信地
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点となった。特にデ、パートで行われた催物は

初田(1993) も指摘するように，直接的には

デ、パートに多くの人を誘致し，デパートや沿

線のイメージを向上させる上で有益であっ

た。一方で，催物を通じて，憧れの文化生活

に触れながらも その具体的な方法を知らな

い人々に対して， 目で見える形を提示する機

会にもなったのである。このような目的はタ

ーミナルデパート以前の百貨庖でもすでにみ

られていた。そこでは，ホワイトカラ一層が

金銭的に手を伸ばせば届くことのできる理想

の文化生活を提唱していたのである。

阪急百貨屈においては，開業当初の方針が

「どこよりも良い品をどこよりも安く」販売

することであったため， 日用雑貨・服飾の販

売に関する催物の割合が他百貨庖と比較して

多かったことが推測されるD しかし，百貨盾

問の競争もあり，次第に高級呉服などを商品

として取り扱い，また展示を目的とした催物

が行われるようになるなど，他の百貨!苫と類

似するようになった。第 3表でも春の御

婦人流行品陳列会J (3月)， I秋の洋装新

製品発表会J (9月)などの服飾に関する催

物や五月人形陳列会J (5月)， I七五

三祝いの会J (10月)などの季節品に関する

催物があるように，理想的な生活モデ、ルを展

示するための催物が次第に開催されるように

なったのである。また，定期的に服飾の専門

家を招き，利用客の相談に応対した。このよ

うな中で，沿線での季節毎の生活スタイル，

当時の最先端の流行を具体的に提示していた

と十佐測できるのであるc

また，利用客に美術・工芸品の関心と理解

を深めさせる目的で美術展や工芸展が開業当

初よりしばしば行われ，一部は正札販売され

た点や，充実した食堂を有していた点 15)も阪

急百貨匝の特性として挙げることができる c

つまり，ターミナルデノミートにて展覧会や食

事を楽しむという，余暇生活のスタイルが提

供されたといえ，沿線居住者は阪急沿線の中



で余暇の行楽も含めた郊外生活が充足される

こととなった。同時に，大阪市民は阪急百貨

庖に訪れることで，阪急、沿線での郊外生活ス

タイルを理解することができ，更なる沿線郊

外移住が促進されたことが推測される。

吉見(1992，p. 159)は百貨庖を「常設化した

博覧会空間」と位置づけたが，ターミナルデ、

ノtートは沿線郊外での理想的な生活スタイル

を，主に毎日のように開催される催物という

手段を通して提唱するメディアとしての役割

を果たしていた。沿線居住者は通勤や日中の

買い物で常にそれらを積極的に受容した。そ

の中で次第に沿線郊外の居住者として自己認

識できたと推測できる口つまり，ターミナル

デパートは主に沿線居住者に対して沿線での

郊外生活の教育機関として機能し，沿線居住

者の生活の一部として組み込まれていたとい

える。

4. おわりに

以上，本稿では戦前期における私鉄ターミ

ナルデ、パートについて，戦略上どのような目

的で経営が行われたのか，そしてその経営が

私鉄沿線における「郊外」の形成にどのよう

な影響を与えたのかについて，阪急の事例を

中心に明らかにした。

阪急百貨胞はターミナルに立地するという

最大の特徴を活かし，大きく成長を遂げた。

これにより，他の同様な私鉄ターミナルデパ

ートの開業を促した口

しかしながら，注目すべきはターミナルデ、

ノくート経営の中で沿線全体の発展を視野に入

れていた点である。すなわち，催物という機

会を中心に，百貨!百において沿線が巧みに宣

伝され，沿線へ市民の注目を向けることで，

居住者の流入が図られた。また，沿線住民に

対しては，理想的な郊外生活スタイルを提唱

し行楽施設そのものの機能も担ったのであ

る。

つまり，私鉄ターミナルデパートはその収

益の大きさから私鉄経営全体に大きな影響を

与え，一方で，沿線における「郊外」化の推

進を目的として，沿線の様々な情報を提示す

るメディアとして機能したといえる。さらに

は，ターミナルデ、パート経営は沿線全体の発

展という目的に組み込まれたとも指摘でき

る。

もっとも，本稿では私鉄経営の視点から問

題を捉えることを主な目的としたため，ター

ミナルデ、パートを利用する利用者が，そこで

具体的に生活空間としてどのような「郊外」

を認識しどのように受容したかについては

明らかにできなかった。また，戦後に百貨応

経営が私鉄から分離されるが，分離後のター

ミナルデ、パートは，沿線「郊外」の形成・展

開にどのような影響を与えたのかについても

問う必要がある。これらは共に郊外」が

現在までにどのように変容したのかを明らか

にする重要な視点といえる。いずれも今後の

課題としたい。
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付記

本稿は 2001年 5月の兵庫地理学協会例会(於

:神戸市立外国語大学)において発表した内容

の一部を発展させたものである。本稿の作成に

あたり，神戸大学文学部の長谷川孝治教授にご

指導をいただきました。記してお礼を申し上tf

ます。

注

1)吉見(1990)の指摘を参考に，本稿でも，居住地

としての郊外住宅地だけでなく，家庭生活が展開さ

れる場を「郊外」としている。

2)本稿での「戦前期」は，便宜上太平洋戦争が開始

される 1941年までとしている。

3)戦前期の阪急については，会社の名称が「箕面有

馬電気軌道(1907"'-'1917) ，阪神急行電鉄」

(1917"'-'1943)と変化するが，本稿では統ーして「阪

急」と表記している。

4)竹村(1988)，津金津(1991)の他には，例えば
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